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ひな祭りの歴史
人形遊びは平安貴族の姫君の間で始まったとされています。
『源氏物語』『枕草子』などにも「ひいな遊び」として登場します。
「ひひな」「ひいな」は小さなもの、かわいらしいものを意味しており、最
初は紙人形だったといいます。それがだんだん豪華な衣裳人形になり、お
雛さまや市松人形、などに発展していきました。
雛祭りは「上巳（じょうし）の節句」といわれ、旧暦の 3月 3日、現在の
4月頃に行われました。もともとは人形（ひとがた）に身の穢れを移し、
川などに流して災厄を祓う行事でしたが江戸時代に入ってから女の子の健
やかな成長を願って雛人形を飾る雛祭りとして定着し、現在のスタイルに
なりました。

ひな祭りの起こり -曲水の宴
曲水の宴という中国発祥の、水辺に出て不詳を除くための禊ぎ・祓いを行う風習があり、
これは、秦の昭王の時代から始まったといわれています。
曲水の宴は３月３日あるいは３月の上巳の日に催され、『蘭亭序』に３５３年の３月３日には
曲水の宴が開かれたとあります。この曲水の宴は日本にも伝わり、４８５年３月に宮廷の儀式として催され
たことが日本書紀に記されています。

お雛様の飾り方
日本では古来より「左上座」といい、向かって右にお内裏さま、左にお姫さまを飾りますが、関東では逆。
これは大正天皇が即位式で西洋式を取り入れたためだと言われています。


